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　はじめに
　二二腫瘍の治療の一つに尿路変更術があり，当病棟
に於ても，過去一年半の間に，22件の手術が行なわれ
てきた。これらの手術で，共通して起る術後のトラブ
ルとして，尿漏れ，・皮膚の障害などがあげられる。皮
膚障害には，尿によるもの，絆創膏や装具によるもの
など様々な原因があり，その程度もケースによって異
なる。私達は，今迄トラブルが起こった場合，その状
態に応じ，対症的援助を行なってきた。
　今回，過去に行なわれた尿路変更術患者の実態を調
べ，看護サイドとして，そのトラブルを如何に予知し，
起こった場合も，その状態をどのようにして最小限に
とどめるか，症例を通し，様々な方向から考え，研究
してきたので経過及び結果をここに発表する。
1尿路変更術患者の皮膚障害発生の実態
　当病棟に於て，一般に行なわれている尿路変更術は，
尿管皮膚痩造設術と回腸導管術である。昭和57年1月
～昭和58年6月までの間に行なわれた，尿路変更術患
者22名（尿管皮膚痩造設術18名，回腸導管術4名）を
対象に，術後の感染などの合併症以外に，患者の苦痛
を伴ったトラブルについて調べてみて，改めて尿漏れ，
皮膚障害発生の多いことがわかった。そこで，皮膚障
害の原因になるものとして，尿・絆創膏・装具の3種
類に分け，皮膚障害の程度をも含めて表に示してみた。
　　　　　　　　　　　　　　　　（表1を参照）
　この結果を，更に数値で表わしてみると，表2のと
をりである。尿によるものが一番多く，発赤，水庖，
びらんまで引き起こしたケースが13例で59％を占め，
半数以上の患者が苦痛を感じたことになる。次に多い
のが絆創膏で，7例・32％，一番少なかったのが装具
によるものであった。これは，ストーマ造設者の症例
が少なかった為の結果であり，今後は，もっと増えて
いくであろう。また，絆創膏，装具のいずれにも反応
表1．尿路変更術患者の皮膚障害発生の原因と程度
　　　　　　　　　　　　　（騰藤暴調1瓢6月までの）
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ll皮膚障害発生の原因
1．尿に起因するもの
　体内から排泄された尿が，準備された人工膀胱にう
まく溜らず，尿漏れという状態が続き，正常皮膚面が
汚染されることによって，皮膚炎が引き起こされる。
（尿漏れの原因については，表3を参照）
表3．尿漏れの原因
尿管皮膚痩
造　設　術
回腸導管術
①尿管又は腎孟に挿入されたカテー
　テルの固定位置，挿入の長さが不
　適当である。
②カテーテルが閉塞している。
③人工膀胱の逆流防止弁が不良である。
①皮膚に，しわ，創綾痕，炎症がある。
②多汗症である。
③ストーマの位置に問題がある。
④るいそう著明である。
⑤もともと，皮膚疾患がある。
2．絆創膏に起因するもの
（1北学的原因（粘着剤自身によるかぶれ）
　　その他，不純物の混入，刺激的な素材を用い皮膚
　を刺激する。
（2物理的原因（粘着剤を皮膚に貼ることによって起
　　こる。）粘着剤が強すぎて，はがす時に皮膚面を
　　いためたりする。
（3庄理的原因（体に原因がある。）
　粘着剤に対して，アレルギーがある。また，局所
　　を不潔にすることから，細菌が繁殖し，皮膚炎と
　なる。
3．装具に起因するもの
　絆創膏の場合と，ほぼ同じである。また，装具の
重さで，粘着剤と皮膚面の間にずれの力が働き皮膚
炎を生ずる場合もある。
　普通健康な皮膚は，pH4．7～6．4の弱酸性を示し，
適度の湿気や油分をもっている。しかし，尿，装具の
粘着部分，絆創膏などの刺激物によって，皮膚のバラ
ンスがくずれ，発赤，水庖，びらん等の皮膚障害とな
るのである。
皿症例（その1）
　この研究中に，尿路変更術を行なってい≠翻
の術後の皮膚障害発生に関して，その時期と程度，看
護について表4にまとめてみた。（表4参照）
1V結果及び考察
　包交のある患者はもちろんながら，尿路変更術後の
患者が，各種装具を使用することから，特に，皮膚か
ぶれに遭遇する場面が多い。
　表4のように，4人の患者に対し，約2カ月間皮膚
障害の程度，それに対する処置法の経過を追ってみた。
これらの症例をみると，皮膚障害が生じてから，それ
に対して処置，看護がなされている為，症状が緩和す
るまでにかなりの時間がかかっている。そこで，皮膚
障害発生の原因にはどのようなものがあるか，それに
対して，患者の苦痛を少しでも和らげる為にどんな対
策があるか，原因別に検討してみた。
　更に，術前，・術後に予知される事柄について対策を
立て，その後の患者に実施し比較してみた。
　　　　　　　　　　　表5．症例（その2）参照
〔皮膚障害の予防とその対策〕
　術前の対策
　　パッチテスト（絆創膏・装具・皮膚保護剤など）
　を行ない，皮膚反応の有無を事前にチェックし，装
　具を選定する。
（1）術直後に，スプリントカテーテルの長さ，固定を
　　考慮し，直接装具を装着し留置する。
　（2｝装具交換時は，ストーマ周囲を丁寧に拭き，ドラ
　　イヤーなどで完全に乾かす。この間，ストーマを
　　ガーゼでおさえ，尿が皮膚に付かないように注意する。
（3肢具は，ストーマの形や大きさ，体型に最も適し
　　たものを選ぶ。
（4皮膚を緊張させて貼る。
（5パウチの中に，尿を貯めすぎない。
（6尿漏れする前に，一定の日力詠てば’NOVチを交換する。
（7）交換前の2時間は，飲料水をひかえる。
（8尿漏れが多い場合
　　a．頻回なガーゼ交換
　　b．患部の保清
　　c．乾燥（自然乾燥・ドライヤー乾燥など）
　　d．装具の固定法の工夫
（9騨創膏かぶれのある場合
　　a．絆創膏の位置を変える。
　　b．絆創膏の長さの調節。
　　c．粘着剤をよく拭きとる。
　　d．絆創膏の種類を変える。
　⑩装具による発赤・びらんが生じた場合
　　a．微温湯清拭・石けん清拭
　　b．皮膚保護剤の使用
　　c．薬剤使用
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表4． 症例（その1）尿路変更術患者の皮膚障害発生時期と看護 （当病棟入院中の患者昭和58年7月～8月まで）
術　　　式 皮膚障害の出現とその状態 処置法 その後の経過
術後26日目尿漏れにより，発 石けん清拭 4日目水庖消失A　　　氏 尿管皮膚痩造設術 赤，水庖丁ケ見ら チンク油塗布 2週間目　発赤消失
22才（男）
れる。
術後11日目尿漏れあるが，発 頻回な包交 1ケ月目　発赤軽減
赤（一） 温湯清拭 （泰斗は1日で
B　　　氏 尿管皮膚痩造設術 術後18日目 絆創膏による発赤 R－VGO塗布 消失）73才（男）
（判掻痒感一ゐ
水庖一ケ（＋）
C　　　氏 尿管皮膚痩造設術 術後6日目 装具装着部に発赤 温湯清拭 5日目　発赤消失
63才（男） 人工肛門造設術 （＋） 皮膚保護剤使用
術後17日目装具装着部に発赤 清　　拭 約1ケ月で状態改善
（＋） ドライヤー乾燥 する（その後退院と
D　　　氏 回腸導管術 術後33日目発赤→水干びら なり詳細は不明）66才（男）
んに移行
癒痛（包出血（＋）
表5． 症例（その2） （当病棟入院中の患者昭和58年9月～10月まで）
術　　　式 饒　　　、 術後の皮膚障害発生の有無 処置法 その後の経過
尿漏れ（一） ・ネラトン交換 特にトラブル
E　　氏 発赤（一） 時，包交時に なく経過尿管皮膚痩造設術 有　　反応一） 清拭をする。
53才（男） ・絆創膏の固定
を工夫する。
F　　氏
T3才（男） 回腸導管術 有　　反応（一）
術後4日目 尿漏れによる
ｭ赤（＋）
・包交時に清拭
?¥分行なう。・各種装具を試
3～4日で発
ﾔ消失　その
繻o過観察中
用する。 状態悪化で死亡
術後5日目 尿漏れによる ・清拭・乾燥を 3日目発赤消G　　氏
R6才（男） 回腸導管術 有　　反応（一）
発赤＋） 十分行なう。・皮膚保護剤を 失
使用。
術後1日目 op室で使用・R－VGO塗4～5日で軽
H：　氏 したマーキュ 布，乾かーゼ 快する尿管皮膚痩造設術 無 ロ絆で皮膚か で保護
69才（男） ぶれ（＋），水庖 ・絆創膏の種類
形成＋） を変更（ニュ
一一レックス）
無 術後2日目 尿漏れ（＋） ・ネラトンの固 その後年漏れ1　氏
V4才（男）
尿管皮膚痩造設術 発赤（一）
定を工夫する。・清拭を十分に
sなう。
なく経過良好
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　表4，5の症例を比較してみると，この研究に取り
組む前までは，1週間～1ケ月近くかかって緩和して
いた皮膚障害を，現在では，1週間以内に治癒させる
ことができるようになった。また，障害の程度も大事
に至っていない。予測されることを知り，術前・術後
を通して，皮膚かぶれに対し，積極的に取り組み，対
処してきた結果ではないかと思う。まだまだ，症例が
少ないので，完全な評価とは言えないが，今後も継続
してみてゆくつもりである。
　個々の皮膚は千差万別であり，術後は，粘着剤によ
る化学的刺激に弱いことが多い。また，装具も一般に，
粘着剤の強いものはかぶれ易く，かぶれにくいものは
はげ易い傾向にあることも知った。これからは，いろ
いろな装具を使用も，安価で使いやすいもの，患者に
合ったものをどんどん取り入れていきたい。
　また，尿は便とは違って，常に流出状態にあり，感
染しやすいなどの点で自已管理がむずかしい。パンフ
レット及び資料をフルに活用し，家族をも含めた指導
を，j術後早期より開始し，一日も早く社会復帰できる
よう援助してゆきたい。
おわりに
　今回の研究を通して，私達は，皮膚障害を起こす前
後の看護や処置，また，皮膚障害が生じた場合，何が
原因で起きたのか，それへの対応対策など，様々な角
度で考えられるようになり，積極的な姿勢が養われた
と思う。
　最後に，現在ストーマの位置を塗凌る了一キン塑，
当病棟では行なわれていないが，尿漏れ防止，自已管
理しやすいかどうかなど，ストーマの位置に左右され
るので，今後の課題として勉強していきたい。
　この研究をすすめるにあたり，御指導・御協力くだ
さった諸先生方，業者の方々に深く感謝いたします。
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